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第1節 尖頭1鶴土遺跡分布地図
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第27図 尖頭器石器群出土遺跡分布図 (1)
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第28図 尖頭器石器群出土遺跡分布図 (2)
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第 2節 主要遺跡出土資料実測図

房総半島の尖頭器石器群 を理解する上で重要 と考えられる30遺跡を選定 し,その実測図を掲載 した。各

遺跡の資料 としては,尖頭器,ナ イフ形石器 をは じめ とす る主要な石器 とその素材生産等に関連する資料
を中心に選んだ。

几例

1)実測図の大 きさは, 2/3を 原則 としたが,本紀要第 4期の石器群については 1/2と した。
2)掲載順序は,千葉市・市原市・八千代市,東葛地区,印椿地区,香取地区,海匝地区,山武地区,君
津地区の順である。

3)掲 載 した実測図の出典は以下の通 りである。
千葉市・市原市・八千代市

第36図 千葉市緑区有吉遺跡 (文献A1999-28),第 37～ 42図  千葉市緑区南河原坂第 3遺跡 (文献A1996-51),第 43
図 千葉市緑区弥二郎第 2遺跡 (文献A1992-53),第 47～ 50図 市原市武士遺跡 (文献A1996-45),第 51・ 52図 市
原市南原遺跡 (文献A1980-13),第 53図 八千代市権現後遺跡 (文献A1984-30),第 54・ 55図,第 56図 1～ 3 八千
代市坊山遺跡 (文献A1993-52),第 56図 4～ 14 八千代市井戸向遺跡 (文献A1987-44)

東葛地区

第57～ 59図 船橋市西の台遺跡 (文献A1985-63),第 60図 流山市上貝塚貝塚 (文献A1996-48),第 61図 柏市元割
遺跡 (文献A1986-43),第 62図 1～ 15 流山市桐ヶ谷新田遺跡 (文献A2000-51),第 62図 16～ 21 野田市本郷A遺跡
(文献1984-70)

印藩地区

第63・ 64図 佐倉市御塚山遺跡 (文献A1989-36),第 65。 66図 佐倉市御塚山遺跡第 7地点 (文献A1993-51),第 67
～69図 成田市取香和田戸遺跡 (文献A1994-52),第 70～ 72図 四街道市池花遺跡 (文献A1991-46),第 73図  四街
道市御山遺跡 (文献A1994-51),第 74・ 75図  印藩郡富里町東内野遺跡 (文献A2000-51),第 76図 1～ 11 印格郡富
里町南大溜袋遺跡 (文献A1984-70),第 76図 12～ 18 八街市朝陽遺跡 (文献A1980-2),第 77～ 79図,第 80図 1～ 21
印藩郡印播村平賀一ノ台遺跡 (文献A1986-92),第 80図 6～ 15 佐倉市向原遺跡 (文献A1989-39),第 81図 1・ 2・
4・ 6・ 7・ 9・ 10・ 12・ 第82図 印幡郡本埜村角田台遺跡 (文献A1984-70),第 83・ 84図,第 85図 1～ 6 印西市
木苅峠遺跡 (文献A2000-6),第 85図 7～ 25 佐倉市大林遺跡 (文献A1989-36),第 86～ 88図 白井市復山谷遺跡 (文
献A1982-18)

香取地区

第89図  香取郡多古町一鍬田甚兵衛山南遺跡 (文献A2000-51),第 90図 香取郡千潟町道木内遺跡 (文献A1997-33)
海匝地区

第91図 銚子市三崎三丁目遺跡 (文献A2000-51)
山武地区

第92・ 93図 山武郡大網白里町大網山田台No l地′点 (文献A1994-46)
君津地区

第94図  富津市前三舟台遺跡 (文献A2000-51),第 95・ 96図 袖ケ浦市百々目木B遺跡 (文献A1998-25)

なお,第 44。 45図  千葉市緑区六通神社南遺跡,第 46図  市原市草刈遺跡,第81図 3・ 5・ 8。 11 印
椿郡本埜村角 田台遺跡は (財)千葉県文化財センターによる発掘調査資料であるが,現在の ところ未報告
資料である。
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第36図 千葉市緑区有吉遺跡第 4文化層




